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エピソード中に登場する子どもの名前はすべて仮名 

である。 

 

 

 

 

 

ピアスーパーバイザーからのコメント 

本論文は、保育実習に関する視点から保育者養成に

ついての検討を試みるものである。学生一人一人の経

験に基づいたエピソードの記述という方法により貴重

なデータが集められた。１つの事例に対してどう考え

ていくか。人と関わる現場においては次に出会う同じ

ような事例でも以前成功したやり方をそのまま当ては

めることは出来ない。しかし、自分なりの対応を考え

るということを積み重ねてきた学生は、また子どもた

ちから発せられた次の難問にぶつかった時には、子ど

もの心に響く対応を先生がした時の子どもの笑顔を思

い出しそれをエネルギーにして問題解決に向け挑戦す

る態度や工夫するための思考を身に付けるはずであ

る。「５.おわりに」において３点から筆者らが記してい

るように実習時うまくいかなかった点について個々の

学生の立場から考察を深めることや、収集したデータ

を今後の実習指導にどのように生かしていくのかなど

さらなる研究が期待される。   

（担当：番匠明美） 
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                                    第６類 

「立体紙芝居」の制作 

小林伸雄 

KOBAYASHI Nobuo 

本学では児童教育学科の造形教育の一環として「立体紙芝居」の制作を長年続けているが、

他に類を見ないオリジナル教材として定着し、保育実習・教育実習や就職先の保育園・幼稚園

等で活用されている。「立体紙芝居」の内容は時代とともに変化してきているが、その指導方

法は基本的には変わっておらず、ある程度方法論が確立されたものと考える。しかし、制作者

は学生個人であり、一人一人の個性や思いが色濃く反映されるものでもあるので、結果として

十人いれば十通り、千差万別の作品が創出されることになる。 

本稿では現在授業で実践している「立体紙芝居」の制作について、その授業内容や指導方法

を報告するとともに、その中から生まれた個性的な学生作品のいくつかを紹介してみたい。 

キーワード：保育者養成、造形教育、手作り教材、紙芝居 

1. はじめに 

本学では伝統的に音楽、造形、体育（本学では基本

三技能と呼び習わしている）といった実技系科目に力

点を置いた教育を特徴としており、現在も教育方針に

その精神が明記されている。カリキュラムにおいても

それぞれ特色のある科目を配置し、授業時間数も充分

とはいえないまでも比較的多めに確保されている。 

基本三技能の中の造形分野では「保育内容・造形表

現Ⅰ」（１回生前期）、「保育内容・造形表現Ⅱ」（２回

生前期）、「図工演習」（１回生後期）、「図画工作科教育

法」（２回生前期）、「幼児美術」（２回生通年）の５科

目が用意されており、それぞれ特色ある授業内容を展

開している。 

本稿で取り上げる「立体紙芝居」は「図工演習」と

いう１回生後期に開講される授業で行っており、授業

時間数は週に２コマ確保されている。学生は１回生前

期に「保育内容・造形表現Ⅰ」で造形の基礎的な表現

技術を学んでおり、その基礎の上に「立体紙芝居」が

あると言える。すなわち「立体紙芝居」と「保育内容・

造形表現Ⅰ」は技術的な面での連続性を有しており、

これがなければ「立体紙芝居」の制作は恐らく困難を

極めるであろう。この２つの授業が有機的につながる

ことによって「立体紙芝居」が総合的な表現の場とな

り、それぞれの授業が効果的に機能することになると

考えている。 

一方、科目名からしてより連続性を感じさせる「保

育内容・造形表現Ⅱ」の方はというと、「図工演習」が

技術的な面での連続性であるのに対し、子どもの表現

の精神的側面や保育における造形指導という面での連

続性を重視した内容になっている。つまり「保育内容」

が本来「教育課程及び指導法に関する科目」という位

置づけであることに適合した面での連続性である。保

育・教育を学ぶ学生にとって造形表現とは子どもの表

現意欲を引き出し、それを支え、保証しながらよりよ

い表現へと導く指導者としての側面と、自らを一人の

表現者として捉え、自分自身の表現行為を実践する立

場としての側面を備えたものであるといえる。 

受講学生は「保育内容・造形表現Ⅰ」で習得した基

礎的な表現技術を駆使しながら総合的な表現としての

「立体紙芝居」の制作に携わる訳であるが、その具体

的な指導方法や学生作品など、現時点での授業実践報

告をしてみたい。 
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2. 「立体紙芝居」の特徴 

授業に「立体紙芝居」の制作を取り入れるようにな

ったのは本学に児童教育学科が設置されて間もなくで

あると考えられるが、今となってはその経緯の詳細は

わからない。恐らく教育実習などで役立つ手づくり教

材として造形分野の授業ではじめられたものと思われ

る。いずれにせよ保育現場における紙芝居の存在は大

きく、絵本と並び不動の位置を占めていることは間違

いない。その紙芝居に着目し、手づくりならではの良

さを強調する方向で発展させて来た結果が現在の「立

体紙芝居」となっている。 

その特徴は以下の通りである。 

 

・ 市販されている紙芝居の倍近い大きさ（四つ切

り画用紙大）である。 

・ 人物や動物、背景などを立体的に表現する工夫

を積極的に取り入れている。 

・ 動く工夫やさまざまな仕掛けを積極的に取り入

れている。 

・ 絵やストーリーは自作したオリジナルなもので

ある。 

・ 一作品は10〜15枚程度で構成される。 

・ 授業では一人一作品を制作し、完成した作品で

評価する。 

 

これらの特徴は時期とともに変遷して来ており、例

えば絵やストーリーを絵本から引用して制作していた

時期もある。著作権の問題があるとの判断から現在は

すべてオリジナルのものを原則として制作している。

ただし著作権フリーのイラストや、ストーリーにおい

ては著作権に抵触しない昔話などは引用可としている。 

また、人物等を立体化する方法や動かす方法、仕掛

けの種類なども一朝一夕で現在の形になった訳ではな

く、長い時間の中で蓄積され、洗練されて来たもので

ある。それは学生と教員が知恵を出し合い、工夫と努

力を重ねて積み上げて来たものであり、決してどちら

か一方の成果ではない。今後もより効果的な表現方法

を求めて試行錯誤は続くものと思われる。その中で今

までになかった工夫や方法が生み出され、後進へと受

け継がれて行くことであろう。これからも「立体紙芝

居」は変化しながら発展して行くものとして位置づけ

られることが今ひとつの特徴といえるかもしれない。 

 

3. 授業の概要 

前述の通り、「立体紙芝居」の制作は「図工演習」と

いう１回生後期の授業で行っている。開講はクラスご

とになされており、一クラスのサイズは年度によるば

らつきはあるが、平均して約30名程度である。 

また、学生一人当たりの仕事量が大きいため、週一

コマの授業時間数だけでは完成まで漕ぎ着けるのは困

難である。そのため週２コマの開講となっている。一

時期２コマ続きでの開講を実施していたこともあるが、

180分間を集中して制作することには限界があり、どう

しても中だるみが避けられない。授業効果の観点から

現在の曜日を違えての週２コマ開講に落ち着いている。

完成することを最終目標とせず、未完成でもその途中

までの過程を重視するプロセス評価とする案を検討し

たこともあるが、課題の性格上その案を採用すること

はなかった。なぜなら、課題が紙芝居である以上、そ

れを見る観客（多くの場合子ども）がいて初めて紙芝

居となるのであって、そうでなければ言わば一つの絵

画的作品でしかない。シラバスや授業時に配布するプ

リント資料にもあるように、この課題の目標の一つに

「手づくりの教材として教育現場（教育実習等）で役

立てる」がある。もちろんこの目標を授業時間内に達

成することは不可能だが、評価の観点として「観客の

前で演じられるもの」という視点を持つことを重視し

ようとする姿勢の現れである。そのため授業後の成績

評価を課題提出とせず、完成した紙芝居を演じてみせ

る実技試験のような形式としている。なお、時間の関

係上、ストーリーを読むことはせずあらすじを語る程

度にしている。 

学生が「立体紙芝居」を制作する上で常に意識して

欲しい目標の一つが「完成させる」である。中には力

及ばずあと数枚を残しての未完成という学生もいない

ではないが、そういう学生も完成を目標に計画を立て、

段取りを考えながら制作を進めて来たはずなのである。

図らずも未完成に終わってしまったことは残念ではあ

るが、なぜ完成できなかったのかを振り返ることはそ

の学生にとって今後の人生や仕事のことなどを考える

上において自分を知る一つの指標となるはずである。 

半期30コマの授業時間が確保されているとはいえ、

一人10枚以上の紙芝居を完成させるためにはそれ相応

の努力が必要となる。それぞれ得手不得手があるので

苦労する部分は違うが、それを自覚した上で完成を目

指すことに意味があると考えている。例えば手先があ

まり器用でない学生に細かい作業を強いると一気に自
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信をなくしてしまい挫折することがある。授業ではそ

うならないように常に自分の持ち味を活かすことを促

すように心掛けている。学生各自の持ち味はそれこそ

千差万別なので、ほとんど個別の対応になるが、学生

自身も試行錯誤しながら自分にとって最適な方法を見

つけられるような方向性で指導している。自分なりの

方法を獲得できた学生は努力を惜しまず集中して作業

を続けられるので手も慣れて、これまで1時間かかって

いた作業を20分くらいでできるようになって来たりも

する。 

限られた時間の中で物事を成し遂げるには工夫する

ことも大切である。制作過程において物と物とを接着

剤で貼り合わせるという工程が頻繁に出てくるが、接

着剤がある程度乾くまで圧着しておく必要がある。手

で押さえておけばいいのだが、そうすればその間何も

他の作業ができない。工夫する学生は、手で押さえる

代わりに洗濯バサミで挟んでおいて他の作業に着手す

る。このような工夫を随所ですることによって同じ時

間を何倍にも有効に使うことができるようになる。時

間がなくなってくると手を抜く方向に流れてしまいが

ちになるが、省力化と手抜きとの違いはクオリティを

下げずに時間を節約できるかどうかの違いであること

にも気付いて欲しいと願っている。 

計画性を持ち、努力と工夫を重ねながら制作を続け

るには高いモチベーションを維持しなくてはならない。

そのためまず最初に、作る側の立場ではなく見る側の

立場に身を置くことを促す。作る側の立場だけで制作

すると自分の都合が優先する。本来は少し手間がかか

るがこの作り方の方がふさわしいとわかっていても、

面倒だからと手身近な方を採用してしまう。このよう

なことが繰り返されると、表現力や伝達力など紙芝居

の本来持っている魅力がどんどん減少して行ってしま

う。見る側の立場に身を置くことによってそのような

ことが防げる。なぜなら観客はいつも「より良いもの」

にどん欲だからである。具体的には、2〜3名の２回生

にお願いして最初の授業で自作の「立体紙芝居」を演

じてもらうようにしている。受講学生は自ずと見る側

の立場に立たされる訳だが、その時はあえて作る側の

立場で見るように指導する。このような、見る側と作

る側との往還的な視点の移動が客観的な自己判断を可

能にすると考える。学生は先輩たちの作品を園児のよ

うに目を輝かせながら楽しく鑑賞することになるが、

その楽しかった経験の中から自分なりに作りたい紙芝

居のイメージが形成されるのである。このとき学生の

モチベーションは最高に高まっていると思われる。そ

の後のモチベーションの維持には常に意識しながら声

掛けしたり、過去の作品を見せたりすることを怠らな

いよう気をつけている。また、後期の途中に行われる

教育実習もモチベーションの維持には大きな効力を発

揮する。実習中に園児が紙芝居を見る機会に遭遇し、

その時の園児の様子から紙芝居の持つ潜在力を思い知

る学生も多い。紙芝居でなくとも、絵本の読み聞かせ

のシーンはほとんどの学生が経験するので、見る側（こ

の場合、園児）がどのような場面にどんな反応を示す

のかを身を以て認識することになる。この見る側でも

なく作る側でもない第3の視点（メタ視点）がモチベー

ションの維持をより強固なものとしてくれる。 

このように在学生や外部の力も借りながら完成を目

標に制作をしている「立体紙芝居」だが、この授業を

通じて学生の中に育って欲しいと願っているひとつの

力がある。もちろん造形分野の科目なので、造形的な

発想力や構想力、表現技術などは当然であるが、それ

以外にも成績や評価には現れない部分でとても大切な

力が育つのではないかと考えている。 

それは、何かを「成し遂げる」ということの大切さ

と難しさ、そしてその「コツ」を経験から会得して欲

しいということである。計画を立てて完成するまで、

いかに効率よく効果的に自分の力を最大限に発揮させ

るかということを考えながら行動するために必要な力

のことを「段取り力」と言い表すことがある。この「段

取り力」という言葉が、会得して欲しい「コツ」に近

い意味合いを持つのではないかと考える。行動が空回

りしてしまい、完成など高次元の目標に到達すること

に結びつかないというタイプはまさにこの「段取り力」

が弱いと言える。そしてそういうタイプはよく「過程

を認めて欲しい」「頑張りを評価して欲しい」と言うの

だが、最初からプロセスだけを重視する姿勢からは「成

し遂げる」ことはできないし、「段取り力」が身に付く

こともない。「成し遂げる」ことを目指すからこそその

過程で「段取り力」をはじめさまざまな力が身に付く

ものと考える。そういう意味でのプロセスが大切なの

である。社会に出れば与えられた仕事はこなして当た

り前である。そのために必要な力は目標を目指して努

力や工夫を重ねる体験からしか得ることはできない。

本学の学生は卒業後ほとんどが保育・教育の分野で働

くことになる。この分野は特に「段取り力」を求めら

れることも多く、学生にはぜひ培って欲しいと願って

いる。 
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2. 「立体紙芝居」の特徴 

授業に「立体紙芝居」の制作を取り入れるようにな

ったのは本学に児童教育学科が設置されて間もなくで

あると考えられるが、今となってはその経緯の詳細は

わからない。恐らく教育実習などで役立つ手づくり教

材として造形分野の授業ではじめられたものと思われ

る。いずれにせよ保育現場における紙芝居の存在は大

きく、絵本と並び不動の位置を占めていることは間違

いない。その紙芝居に着目し、手づくりならではの良

さを強調する方向で発展させて来た結果が現在の「立

体紙芝居」となっている。 

その特徴は以下の通りである。 

 

・ 市販されている紙芝居の倍近い大きさ（四つ切

り画用紙大）である。 

・ 人物や動物、背景などを立体的に表現する工夫

を積極的に取り入れている。 

・ 動く工夫やさまざまな仕掛けを積極的に取り入

れている。 

・ 絵やストーリーは自作したオリジナルなもので

ある。 

・ 一作品は10〜15枚程度で構成される。 

・ 授業では一人一作品を制作し、完成した作品で

評価する。 

 

これらの特徴は時期とともに変遷して来ており、例

えば絵やストーリーを絵本から引用して制作していた

時期もある。著作権の問題があるとの判断から現在は

すべてオリジナルのものを原則として制作している。

ただし著作権フリーのイラストや、ストーリーにおい

ては著作権に抵触しない昔話などは引用可としている。 
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3. 授業の概要 
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いう１回生後期の授業で行っている。開講はクラスご

とになされており、一クラスのサイズは年度によるば
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信をなくしてしまい挫折することがある。授業ではそ

うならないように常に自分の持ち味を活かすことを促

すように心掛けている。学生各自の持ち味はそれこそ

千差万別なので、ほとんど個別の対応になるが、学生

自身も試行錯誤しながら自分にとって最適な方法を見

つけられるような方向性で指導している。自分なりの

方法を獲得できた学生は努力を惜しまず集中して作業

を続けられるので手も慣れて、これまで1時間かかって

いた作業を20分くらいでできるようになって来たりも

する。 

限られた時間の中で物事を成し遂げるには工夫する

ことも大切である。制作過程において物と物とを接着

剤で貼り合わせるという工程が頻繁に出てくるが、接

着剤がある程度乾くまで圧着しておく必要がある。手

で押さえておけばいいのだが、そうすればその間何も

他の作業ができない。工夫する学生は、手で押さえる

代わりに洗濯バサミで挟んでおいて他の作業に着手す

る。このような工夫を随所ですることによって同じ時

間を何倍にも有効に使うことができるようになる。時

間がなくなってくると手を抜く方向に流れてしまいが

ちになるが、省力化と手抜きとの違いはクオリティを

下げずに時間を節約できるかどうかの違いであること

にも気付いて欲しいと願っている。 

計画性を持ち、努力と工夫を重ねながら制作を続け

るには高いモチベーションを維持しなくてはならない。

そのためまず最初に、作る側の立場ではなく見る側の

立場に身を置くことを促す。作る側の立場だけで制作

すると自分の都合が優先する。本来は少し手間がかか

るがこの作り方の方がふさわしいとわかっていても、

面倒だからと手身近な方を採用してしまう。このよう

なことが繰り返されると、表現力や伝達力など紙芝居

の本来持っている魅力がどんどん減少して行ってしま

う。見る側の立場に身を置くことによってそのような

ことが防げる。なぜなら観客はいつも「より良いもの」

にどん欲だからである。具体的には、2〜3名の２回生

にお願いして最初の授業で自作の「立体紙芝居」を演

じてもらうようにしている。受講学生は自ずと見る側

の立場に立たされる訳だが、その時はあえて作る側の

立場で見るように指導する。このような、見る側と作

る側との往還的な視点の移動が客観的な自己判断を可

能にすると考える。学生は先輩たちの作品を園児のよ

うに目を輝かせながら楽しく鑑賞することになるが、

その楽しかった経験の中から自分なりに作りたい紙芝

居のイメージが形成されるのである。このとき学生の

モチベーションは最高に高まっていると思われる。そ

の後のモチベーションの維持には常に意識しながら声

掛けしたり、過去の作品を見せたりすることを怠らな

いよう気をつけている。また、後期の途中に行われる

教育実習もモチベーションの維持には大きな効力を発

揮する。実習中に園児が紙芝居を見る機会に遭遇し、

その時の園児の様子から紙芝居の持つ潜在力を思い知

る学生も多い。紙芝居でなくとも、絵本の読み聞かせ

のシーンはほとんどの学生が経験するので、見る側（こ

の場合、園児）がどのような場面にどんな反応を示す

のかを身を以て認識することになる。この見る側でも

なく作る側でもない第3の視点（メタ視点）がモチベー

ションの維持をより強固なものとしてくれる。 

このように在学生や外部の力も借りながら完成を目

標に制作をしている「立体紙芝居」だが、この授業を

通じて学生の中に育って欲しいと願っているひとつの

力がある。もちろん造形分野の科目なので、造形的な

発想力や構想力、表現技術などは当然であるが、それ

以外にも成績や評価には現れない部分でとても大切な

力が育つのではないかと考えている。 

それは、何かを「成し遂げる」ということの大切さ

と難しさ、そしてその「コツ」を経験から会得して欲
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い意味合いを持つのではないかと考える。行動が空回

りしてしまい、完成など高次元の目標に到達すること

に結びつかないというタイプはまさにこの「段取り力」

が弱いと言える。そしてそういうタイプはよく「過程

を認めて欲しい」「頑張りを評価して欲しい」と言うの

だが、最初からプロセスだけを重視する姿勢からは「成

し遂げる」ことはできないし、「段取り力」が身に付く

こともない。「成し遂げる」ことを目指すからこそその

過程で「段取り力」をはじめさまざまな力が身に付く

ものと考える。そういう意味でのプロセスが大切なの

である。社会に出れば与えられた仕事はこなして当た

り前である。そのために必要な力は目標を目指して努

力や工夫を重ねる体験からしか得ることはできない。

本学の学生は卒業後ほとんどが保育・教育の分野で働

くことになる。この分野は特に「段取り力」を求めら

れることも多く、学生にはぜひ培って欲しいと願って

いる。 
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４. 授業の方法 

 まず最初に「図工演習」の2016年度のシラバスを掲

載する。 

 
   
   
   
   
   
  
   
     
   
   
  

 
  

 
  

 
  

 
  

授業の到達目標 
  

総合的な表現として、独自の紙芝居作品を制作する。様々な技法と素材を研究し、創意工夫を試

み作品を完成させる。またその作品は教育現場（教育実習等）で子どもの前で実演することによ

ってその成果を体感する。 
  

授業の概要 
  

実習形式で行う。実習に必要な材料の準備、調査等は各自事前に行うこと。 
  

全体の授業計画・内容 
  

 
  

１. 
   
   



 

 




 

ガイダンス 
  （参考作品の鑑賞および制作手順の説明等） 
  

 
  

２. 
   
   



 

 




 

オリジナルキャラクターの創作と、物語のプロットを作成 
  

 
  

３. 
   
   



 

 




 

仕掛け紙芝居のしくみ・しかけについて 
  

 
  

４～１４ 
   
   
  各自紙芝居の作成 
   
  

 
  

１５ 
   



 

 




 

 



 完成 
  まとめ． 
   
  

 
  

 
   



 

 




 

 




 

 




 

 




 

 




 

 
  

準備学習の内容 
  

予習のあり方：実習に必要な素材、材料の調査、調達、準備。 
  

学習のあり方：作品制作に必要な技能を身につける他、更に創意工夫を試みる。 
  

復習のあり方：教育実習やその他教育の現場で実際に紙芝居作品を活用する。 
  

成績評価 
  

提出物（80％） 
  受講態度（20％） 
  

テキスト 
  

授業時に配布する 
  

参考文献 
  

授業時に紹介する。 
  

科 目 名 
  ：図工演習 
  

単位（授業形態） 
  ：２単位（演習） 
  

担 当 者 
  ：小林 
  伸雄・佐藤 
  有紀・井ノ岡 
  里子 
  

 
 ここにもあるように「授業の到達目標」に作品の完

成と子どもの前での実演を目標とすることを明記して

いる。 

 「全体の授業計画・内容」では1回目にガイダンスと

して参考作品の鑑賞を掲げてあるが、これが２回生に

よる自作品の発表である。授業時間が空いている学生

にお願いするようにはしているが、どうしても該当す

る学生が見つからず無理を言って時間をやりくりして

来てもらうということもある。通常は1回目の授業に2

〜3人程度に依頼し、演じてもらうが、学生の都合によ

っては一人ずつ2〜3回の授業に分かれて来てもらうこ

ともある。受講学生たちは、見る側の立場と作る側の

立場を行き来しながら鑑賞することを促されているの

で、観賞後の質疑応答の時間には材料や制作時間、仕

掛けの仕組みなど作る側の立場からの質問も多く、作

る気持ちが醸成されていることを感じさせる。 

 4〜14回目は一括りにして「各自紙芝居の作成」とな

っているが、2回目、3回目も含む詳細は、以下の授業

で配布するプリントを参照しながら解説したい。 
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 以上、B5用紙で5枚分の資料を２回生の実演後に配

布し、説明に使用している。シラバスと重複する記述

も見受けられるが、こちらはより具体的な作業工程を

示しながら、技術的なヒントや参考になる資料を添付

して、制作の手引きとなるように構成されている。 

 「1.目的」には、総合的な作品としての「保育内容・

造形表現Ⅰ」との連続性とともに教育現場・保育現場

で役立てることを明記している。作品を完成させるこ

とが授業の中だけで完結するのではなく、外部とのつ

ながりを持つことによってより大きな目標となること

を期待してのことでもある。 

 「2.条件」は、強制的なものではなく、作る時の目

安になればと掲載したものである。例えば、対象年齢

が3〜5歳となっているが、保育園の1歳児を念頭におい

て乳児向けのものを作りたいという学生には希望に添

うようにしている。指導やアドバイスもそれに応じて

行うようにしている。ではなぜ3〜5歳という条件が付

与されているかというと、幼稚園を視野に入れている

からである。3〜5歳を対象に作っておけば保育園でも

幼稚園でも使えるという汎用性に鑑みての記述である。

その他の条件についてもできるだけ流動的に取り扱う

ようにし、希望があれば相談に乗り、なるべく本人の
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希望を叶えるように配慮している。 

 「3.制作過程」は、シラバスの「全体の授業計画・

内容」が時系列に従って記述されているのに対して、

こちらは行程を示すのみとなっている。これは学生一

人一人がそれぞれ違った個性・違った速度で、違った

内容・違った枚数・違った素材のものを作るので、時

系列で統一することなど不可能だからである。従って

この「制作過程」が適用できるのも最初の6〜8回目の

授業までで、それ以降はそれぞれの内容や速度に従っ

て、ということになる。 

 この制作過程で特徴的なのはストーリーから入るの

ではなく、登場人物の作成から入るところである。小

説を書いたり、お話作りが得意な学生はストーリーを

つくるところから始めてもいいのだが、大半の学生は

そのような経験もなく、どちらかというと苦手として

いる。思うようにストーリー創作が進まないと、そこ

ですべてが止まってしまい、思考停止状態に陥ってし

まう学生が結構いる。何も手につかず、ただぼんやり

と授業時間を過ごしてしまう。場合によっては数週間

そのような状態が続くこともある。そのような学生を

見てきた経験から、未完成に終わる学生の中には結構

この段階での遅れが原因になっているものが多いこと

に気がついた。そこで、最初からストーリーを考える

のではなく、自分の気に入ったキャラクターを設定し、

それを作って動かしてみるというところから始めてみ

ては、と逆転の発想をしてみたのである。 

 結果は、可愛いキャラクターを創造することは最近

の学生にとって苦になることではなく、あっという間

に下描きまではできる。それを次に動かせるように作

るのだが、基本的な作り方を一斉に説明しても、一人

一人動かしたい箇所や仕掛けのタイプが違うので、そ

れぞれの希望に添うようにするにはほとんど個別指導

のような形になる。しかし、早くできた学生ができて

いない学生に教えてくれたりもするので、学び合い、

教え合う姿勢を歓迎するようにしている。そうして背

景となる画面の上にキャラクターを配置すれば1枚目

の完成となるのだが、場面を作りながらストーリーを

考えるように指示しているので、早い学生はこの段階

で既にストーリーを作り上げ、プロット（紙芝居全体

の設計図のようなもの）を描き上げる。遅くとも3枚も

完成する頃にはほとんどの学生はストーリーを作り上

げることができている。それでもストーリー作りに苦

労している学生には、できている場面から連想しなが

ら考えること（落語の三題噺のように）を促したり、

友人から発想のヒントになるようなアイデアをもらう

ことを提案したりしながら指導している。 

 ここまでくれば後は各自のプロットに従って制作を

進めるのみだが、この間も動かし方や仕掛けについて

の質問は絶え間なく、中にはこちらが頭を抱えるよう

な難題を持って来られることもある。配布資料の3〜4

ページ目に動きや仕掛けの参考になるようなイラスト

を載せてあるが、ここにはないような奇抜なものから、

どう考えても実現不可能なものまで現れるので、その

都度学生と一緒に考えながら対処している。 

 また、この頃になってくると失速するものや焦燥感

に苛まれるもの、挫折し諦めかけるものが出てくる。

それを防ぐため3〜4回に一度必ず一人一人をチェック

し、それぞれに応じたアドバイスやヒント、励ましを

与えるように心掛けている。 

 「4.制作上の留意事項」では、「立体紙芝居」の特徴

をより際立たせるための工夫や、実習など園での使用

を想定して制作する場合の注意などを記載している。 

 「5.材料・用具・技法」には、「立体紙芝居」の制作

に使用可能なものを列挙してある。できるだけ身近な

もの、入手しやすいものを中心に挙げているが、これ

以外にも使えるものは無数にあると思える。金属類や

ガラスなど危険を伴うので使用しない方がよいものも

含まれているが、あくまでアイデアに行き詰まった時

のヒントになればと思い多様なものをできるだけ多く

記載した。実際には、紙類、布類を材料として使う学

生がほとんどである。 

 「6.仕掛け・動かし方」も、20種類ほどの代表的な

仕掛けや、よく使われる動かし方をイラストで示した。

こちらも「5.材料・用具・技法」同様、これ以外にも

多くの方法が考えられるが、これが発想のきっかけと

なって、観客があっと驚く動きや仕掛けを考えてくれ

れば、と掲載している。この中では比較的シンプルで

作業が容易な、釣り糸を使う方法を用いる学生が多い。 

 「7.裏の文章の書き方」「8.紙芝居を演じる時の注意」

は、すべての場面が完成した後のことになるが、授業

の目標や目的に「子どもの前で実演すること」「教育現

場や保育現場で役立てる」ことを掲げているので、実

際に演じることを想定して記載している。裏面の文章

の書き方は市販の紙芝居にも見られる様式で、最も読

みやすい標準的な形である。 

 演じる時の注意は、過去に実習等で「立体紙芝居」

を披露してきた学生からの情報を抽出し、重要な事項

を記載している。 
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 以上、授業で配布するプリント資料に沿って詳細な

授業の方法や流れを説明したが、最後に成績評価につ

いて解説する。 

 前述のように「立体紙芝居」の最終目標は観客の前

で演じることなので、評価もできる限りそれに近い形

を採りたいと、期末試験期間に組み込んで実技試験と

して実施している。試験時間が限られているため、裏

面の文章をすべて読むことはできないが、学生は一人

ずつ前に立ちあらすじを説明しながら一枚ずつ見せて

行く。観客は担当教員とクラスメイトである。自作「立

体紙芝居」の初舞台でもあり、緊張しながら真剣にあ

らすじを語る学生の姿が見られる。 

 長年このようにして授業で「立体紙芝居」の制作を

続けているが、学生作品の中には、教員も頭が下がる

ような名作や、努力の結晶ともいえる秀作が多数ある。

次にそんな学生作品のいくつかを写真により紹介した

い。 

  

5. 学生作品 

 「おばあちゃん！」と呼ぶと、くるりと振り向いた

のは七ツ目のおばけでした。 

   

 

 紙筒をくるくる回転させると背景が移動し、まるで

バスや自動車が走っているように…。 

   

 

 画面の中は素材と技法の宝庫です。 

   

ブタさんやお母さんの手が動き、ニンジンも切れます。 

   

 

いたずらを思いついたくろたの目がキラリと光ります。 

   

 

買った魚やクマさんが画面から抜け出します。 

  

 

ライオンの口が開いたり、ろくろっ首の首が伸びたり。 

  

 

ここまで来るともはや紙芝居と呼んでいいものやら…。 
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 空から落ちた雲の郵便屋さんは木の影から出てきた

うさぎさんにたすけられます。 

   
 

6. おわりに 

 「立体紙芝居」の制作が造形的な技術や能力の育成

のみならず、設定した目標の達成に向かって諦めずに 

持続する力や、効率よく進める方法を考える力などを

学生自らが培ってくれることを願ってのものであるこ

とはこれまで述べてきた通りであるが、これらのこと

は教員独りが授業の中だけでなかなか実現できるもの

ではない。在学生の協力を得、教育実習など外部の活

動と繋げることで成り立つものであると感じている。

完成へのモチベーションを維持するには、精神面の支

えとなるようなイマジネーションを持つ必要があると

いうことである。その中の活動の一つとして、オープ

ンキャンパスでの「立体紙芝居」の実演や、さまざま

な場所に出かけ「立体紙芝居」を披露してくるボラン

ティアを挙げることができる。かつては「絵本ワール

ド」という神戸新聞社が主催する大きなイベントに毎

年「立体紙芝居」で参加していたし、今も「いろえん

ぴつ」という絵本創作グループの年一回の作品展には

必ず招待されている。残念ながら「絵本ワールド」は

2014年を最後にイベント自体が終了してしまったが、

今後も「立体紙芝居」の依頼があれば積極的に参加す

るようにしたい。そうすることが学生のモチベーショ

ンを高める一要素となることが明らかだからである。

因に「5.学生作品」で紹介した写真はほとんどがボラ

ンティア等で観客を前に演じている時のものである。 

 最後に、「立体紙芝居」制作の授業が学生からどのよ

うに評価されているか、ということについて、最終授

業日に実施している授業評価アンケートの過去3年間

の「図工演習」の結果を示すことにしたい。もちろん

この評価結果を真摯に受けとめることにやぶさかでは

ないが、上述した通り、本当の評価は学生自らが自作

の「立体紙芝居」を子どもの前で演じた時に定まるの

だということだけは付け加えておきたい。 

 

  2015年度 総合評価 3.81（回答者数 26人） 

  2014年度 総合評価 3.83（回答者数 29人） 

       総合評価 3.70（回答者数 27人） 

  2013年度 総合評価 3.40（回答者数 25人） 

  *総合評価は4段階評価によるものである。 

 

7. 参考文献 

齋藤 孝(2008) 段取り力－「うまくいく人」はここが   

ちがう 筑摩書房 

 

ピアスーパーバイザーからのコメント 

本学科の草創期から開講されてきた「図工演習」の

授業内容と指導方法に関する報告である。長年の試行

錯誤の中で培われた工夫が随所に見られ、現時点で、

最も教育効果が望める形となっている。紙芝居を立体

化することによって、従来の平面のものに比較して表

現と手法の多様性が著しく高められるとともに、個々

の学生のもつ“持ち味”を生かした指導がなされてい

る。また、単なる作品としての完成を目指すのではな

く、それを用いて子ども達の前で演じることで完結す

るという目標設定も学生たちの学習意欲を高めること

に功を奏している。 

（担当：片山 雅男） 
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                                    第 6 類 

『算数』授業の実践報告  

～ 学生の現状・授業の概要 ～ 

 

長 田 和 彦 

NAGATA Kazuhiko 

 

正しい数学的な概念に基づいて，教える者としての力量を高め，実際に問題を解くための基

本的な力，現場で教えるときに必要な知識・技能を身につける事ができるようになることを目

標に今年度の算数の授業に取り組んだ。その中から，今回の講義が，シラバスに示されている

授業の目標・ねらい，授業計画・内容と受講生の現状がマッチしていたのか。また，算数の基

礎学力のスキルアップに結びついたのかを検証し，考察を行なったものである。 

 

キーワード： シラバス，授業方法，躓きポイント，授業改善 

 

1. はじめに 

 「算数」の受講者には，事前にシラバスを公表して

おり，講義の目標・得られる内容を理解した上で，受

講していることが前提である。以下に，2016年度のシ

ラバスの抜粋・要約を示しておく。 

 

2016年度「算数」のシラバス 抜粋・要約 

●授業の目標・ねらい 

学年毎繋がりを考慮しながら算数を系統的に学ぶ。 

小学校算数科の内容をふまえ，各学習単元の到達目

標を理解し，能力を習得する。また，数，量，図形

の概念などの理解を深め，指導できる能力を養うこ

とを目標とする。 

●授業の概要 

授業では，各項目に関わる例題・練習問題を取り

上げ，問題演習を通して小学生に算数を理解させる

ための説明方法・指導方法について考えさせる。 

●全体の授業計画・内容 

１．ガイダンス・・・授業方法や進め方の説明  

小学校算数科の内容の構成・概略 他 

２．数と計算1 （整数の計算，小数の計算） 

３．数と計算2 （小数の計算，分数の計算）   

４．数と計算3 （分数の計算，計算）， 

数と計算に関する 総括テスト 

５．量と測定 1 （面積） 

６．量と測定 2 （体積） 

７．量と測定 3 （時間・角・速さ） 

８．図形 （合同・対称），  

数量関係１（比例・表とグラフ） 

９．数量関係2 （割合・確率） 

１０．量と測定，図形，数量関係 総括テスト 

１１．割合に関する問題 １（濃度計算など） 

１２．割合に関する問題 ２（損益算，仕事算など） 

１３．和差に関する問題 １（差集め算・鶴亀算など）  

１４．和差に関する問題 ２（通過算・旅人算など） 

１５．文章題（応用）に関する 総括テスト 他 




